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平成２８年度第８回経営協議会議事録 

 

日 時 平成２９年１月２７日（金）１４時００分～１５時５５分 

場 所 事務局棟５階大会議室 

出席者 伊藤、岡部、塩田、杉田、野田 

伊東幸、石井、木村、東郷、前田、丹沢、伊東暁、鈴木滋の各委員 

欠席者 泉、大石、川勝、晝馬の各委員 

陪席者 鈴木庸、村松の各監事 

    

Ⅰ 前々回及び前回議事録の承認について 

  平成２８年度第６回経営協議会議事録（案）及び平成２８年度第７回経営協議会議

事録（案）を原案どおり承認した。 

 

Ⅱ 審議事項  

１ 国立大学法人静岡大学学則の一部改正について 

   議長から、理学部附属放射科学研究施設の名称変更に伴う国立大学法人静岡大学

学則の一部改正について、資料１により提案があり、審議の結果、原案どおり承認

した。 

 

２ 中期目標・中期計画の変更について 

   東郷委員から、教育関係共同利用拠点の認定及び土地の一部譲渡等に伴う中期目

標・中期計画の変更について、資料２により提案があり、審議の結果、原案どおり

承認した。 

 

３ ファイナンシャルプラン２０１７について 

   前田委員から、ファイナンシャルプラン２０１７について、資料３により提案が

あり、審議の結果、原案どおり承認した。 

   なお、同委員から、平成２９年度予算については平成２９年３月２４日の本会議

で審議する旨、説明があった。 

     （学外委員から出された主な意見） 

      〔○外：学外委員の意見等  △：本学側の意見・説明等〕 

       ○外：人件費の総額に対して予備費が少ないが、今後、人事院勧告が増額だった場

合の対応について検討する必要がある。 

       ○外：消費税率のアップは見込んでいるのか。 

       △：本プラン上では見込んでいない。 
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       ○外：電子ジャーナルを他大学と共有することはできないか。 

       △：共有できない仕組みになっている。電子ジャーナルは年々高額になってきて

おり、教育研究上で欠かせないので購入に苦慮している。 

 

４ 国家公務員の給与改定に関する教職員給与への対応について 

   前田委員から、国家公務員の給与改定に関する教職員給与への対応について、資

料４により提案があり、審議の結果、原案どおり承認した。 

   なお、同委員から、就業規則改正案については、過半数代表者への説明を要する

ことから、後日、本会議にメール審議し、役員会決定する旨、説明があった。 

 

Ⅲ  報告事項 

１ 平成２９年度国立大学法人関係予算の概要について 

   前田委員から、平成２９年度国立大学法人関係予算の概要について、資料５によ

り報告あった。 

 

２ 平成２９年度国立大学法人運営費交付金の重点支援の評価結果について 

   前田委員から、平成２９年度国立大学法人運営費交付金の重点支援の評価結果に

ついて、資料６により報告があった。 

     （学外委員から出された主な意見） 

      〔○外：学外委員の意見等  △：本学側の意見・説明等〕 

       ○外：マイナスの評価はよろしくないので、予算の再配分率が５５大学中の５０番

目というのはどのような評価でこうなったのか。 

       △：指標に対して十分な説明ができていなかった。 

       ○外 ：書面の記載の仕方によって評価が変わるのであれば記載の仕方を十分に検

討する必要がある。 

       △：評価がよかった大学から情報を得て、記載の仕方を検証し、来年度はいい評

価になるようにしたい。 

 

３ 学長選考会議における審議状況について 

   塩田委員から、現学長の業績評価に係る学長選考会議における審議状況について、

資料７により報告があった。 

 

４ 業務改善・事務組織見直し等について 

      前田委員から、浜松キャンパス事務部を置くことに伴う業務改善・事務組織見直

し等について、資料８により説明があった。 
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     （学外委員から出された主な意見） 

      〔○外：学外委員の意見等  △：本学側の意見・説明等〕 

       ○外：浜松キャンパス事務部長に権限を集中化する仕組みになるように希望する。 

       △：浜松キャンパス事務部長は浜松キャンパスの事務を統括するので、そのよう

になるようにしたい。 

       △：浜松キャンパスには本部機能がなく、部局ごとに事務部を置いているので、

浜松キャンパス全体を考えるマインドがなかったが、浜松キャンパス事務部

ができることによって浜松キャンパス全体を考えるマインドを持つように

期待している。 

       ○外：静岡キャンパスの事務部長も置くようにするのか。 

       △：浜松キャンパス事務部を参考にして、今後、静岡キャンパスの事務体制を検

討したい。 

       ○外：事務長の人事権は誰が持っているのか。 

       △：事務局長が持っていて人事評価もしている。 

 

５ 新制中規模国立大学連携コンソーシアムについて 

      前田委員から、新制中規模国立大学連携コンソーシアムついて、資料９により報

告があった。 

   議長から、これらの大学と懇談会はしていたが、この度、コンソーシアムを設置

の上、連携することになった。財務規模が似ているので情報共有し、連携を進めた

い旨、説明があった。 

 

Ⅳ その他 

１ 静岡大学関連記事 

      議長から、静岡大学に関連する新聞記事について、参考資料により紹介があった。 

以 上 


